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本書は、『交通事故の起こりやすい状況』を捉え、事故が発生する可能性を把握

する方法を構築した後、そこから得られる情報の使い途について、具体的な事例を

紹介するものです。 
交通事故は、ドライバーにとっては非日常の出来事となりますが、社会全体では

日々どこかで必ず起こっています。このため、交通管理や管制業務に携わる方など、

これらの事故を目にする方々にとっては日常的な出来事であり、交通事故の起こり

やすい状況に関する大ざっぱな認識を持つことができます。しかしながら、その発

生可能性は、場所によっても変化しますし、時間によっても時々刻々と変化します。このため、現在の各道

路における交通事故リスク､すなわち交通事故発生の可能性を定量的に把握することは容易ではありません。

また、交通事故リスクに関する情報をドライバーと共有しつつ適切な交通マネジメントを実施することがで

きれば、交通の安全性が向上するものと期待されます。そこで、第Ⅰ編では、道路種別、道路構造、交通環境、

交通状況、天候といった交通事故リスクに影響を与える要因を考慮しつつ、交通事故リスクを定量的に把握す

る方法を解説します。さらに第Ⅱ編では、交通事故リスク情報の提供、交通事故リスクに関する認知バイアス

の解消、交通事故対策といった交通事故リスクマネジメントの方法とその評価手法について解説します。 
交通安全対策業務や交通管理・管制業務などに携わる実務者の方に読んで頂いて、交通事故リスクを活

用した交通マネジメントの有用性をご理解頂くとともに、実際の交通安全対策や交通管理・管制への適用が

なされることで、効率的に交通の安全性向上が実現することを期待しています。 
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■はじめに

本書は，交通状況や天候などによって時々刻々と変化する “ 交通事故の起こりやすさ ”，すなわち
交通事故リスクを定量的に把握する方法を解説し，同交通事故リスク情報を活用する交通マネジメン
トの方法について，実例を交えながらわかりやすく解説します．交通安全対策業務や交通管理・管制
業務などに携わる実務者の方に読んで頂いて，交通事故リスクを活用した交通マネジメントの有用性
をご理解頂くとともに，実際の交通安全対策や交通管理・管制への適用がなされることで，効率的に
交通の安全性向上が実現することを期待しています．
交通事故を起こしてしまうのは，平均的には “10万キロ走るうちに1回 ”，“10年走る間に1回 ”

といった具合で，滅多に起きるものではありません．当然，その発生確率に相当する交通事故リスク
は極めて小さい値です．また，渋滞とは違って交通事故リスクが目に見えるものでないことから，事
故発生の可能性，すなわち交通事故リスクの高い状況にあるのか，あるいは比較的安全な交通事故リ
スクの低い状況にあるのかを見極めることは容易ではありません．このため，事故を起こす可能性が
低いことから “ 自分は事故とは無縁だ ” と考えているドライバーがいらっしゃるかもしれませんし，
目に見えないことから，交通事故リスクの高い状況下であっても “ 今は事故が起きやすい状況だから
注意して走ろう ” という感覚を持たれているドライバーは多くはないと想像できます．一方で，道路
交通を管理する立場から見ると，必ず日々どこかで事故が起きていますので，事故を目にする確率は
ドライバーと比較して10万倍，100万倍といったオーダーで高くなります．このため，例えば，
交通管制センターに長く勤務されている交通管制官の方は，日常的に発生する事故を目の当たりにす
ることから，“ 雨が降っている時には事故が起きやすい ”，“ 事故で渋滞している時には新たな事故が
起きやすい ” あるいは “ 抜け道として使われている街路では事故が起きやすい ” といった交通事故リ
スクに関する “ 肌感覚 ” を身につけられていると思われます．この感覚を多くのドライバーで共有す
ることができれば，危険性の高い状況下にあっても各ドライバーが注意深い運転を行うことによって，
また抜け道などの交通事故リスクの高い道路の利用を避けてより安全な道路を利用することによって
交通事故が削減されるものと期待できます．しかしながら，交通管制官の方などが抱く感覚は，定性
的かつ断片的なものに留まりますので，時々刻々と変化する交通事故リスクを定量的に把握し，それ
を交通管理者，道路管理者ならびに道路利用者（ドライバー）の全員で共有することができれば，適切
な交通マネジメント，適切な交通事故対策，あるいはより安全な道路走行に結びつくと期待できます．
そこで本書では，交通事故に関するデータ，道路に関するデータ，道路交通に関するデータ，天候

に関するデータなど，様々なデータを組み合わせ，過去から蓄積された大量のデータに基づいて，統
計モデルやAI モデルを用いて交通事故リスクを客観的かつ定量的に把握する方法について解説し，
算定された交通事故リスクを活用した各種の交通マネジメントの方法について解説します．

本書は，
第Ⅰ編　交通事故リスク
第Ⅱ編　交通事故リスクマネジメント

の2つのパートで構成しています．
第Ⅰ編では，まず交通事故リスクの意味と交通事故リスクと交通マネジメントの関係を説明します

（第1章）．続いて，現時点での取得が可能な交通事故リスクに関連する各種のデータについて説明し
ます（第2章）．また，道路種別，道路構造，交通環境，交通状況，天候といった交通事故リスクに



影響を与える要因について説明します（第3章）．そして，各種要因を説明変数に用いた交通事故リ
スク算定モデルを用いて交通事故リスクを定量化する手法を紹介します（第4章）．
続く第Ⅱ編では，交通事故リスク情報提供による効果，交通事故リスクに関する認知バイアスの解

消，交通事故対策などを通して事故削減を目指す交通事故リスクマネジメントの目的を説明した後（第
1章），交通事故リスク情報を活用した危険箇所の抽出事例，交通事故リスク情報提供による安全対
策および交通事故リスク情報を活用した交通マネジメント手法について紹介するとともに，これらの
手法による交通事故削減効果の評価方法について解説します（第2章）．

最後に，読者の皆様におかれましては，本書をお読み頂くことで，交通事故リスクに関する知識が
高まるとともに，交通事故リスクマネジメントの必要性が認識され，実務に活用されることを願って
おります．また本書は，（一社）交通工学研究会の自主研究「交通事故リスクを活用した交通マネジ
メントに関する研究」の活動成果をまとめたものです．同自主研究に参画頂いた委員の皆様，ならび
に学会などでの議論を通して貴重なご意見を頂いた皆様方に感謝の意を表します．

� 2023年 3月
� 愛媛大学　吉井稔雄
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